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田原市民活動支援センターだより「あったか」   
A＝渥美のア、TA＝田原のタ、AKA＝赤羽根のアカをくっつけたロゴで、 

あったかい心で、つながるあったかいまちづくり、そんな活動はあったかい、とあったか尽くしのだよりです。 
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「第 13 回しみんのひろば」を開催しました！ 

令和 1 年 12 月 8 日（日）１０：００～１５：００  田原文化会館 多目的ホールほか 

 

 
 

「しみんのひろば」は、田原市内で活動する市民活動団体や個人、ボランティアグループなどが 

集まって日頃の活動を発信し、市民の皆さんや参加者同士で交流するイベントです。 

環境活動や福祉、文化芸術、社会貢献など活動内容はさまざまで、その活動を支えている人たちも 

さまざまです。 

   １３回目となる今回は、初参加の８グループを含む３１の団体や個人の方々が参加しました。 

   当日は田原文化会館の多目的ホールとアクアリウムでのパフォーマンスの発表や、アトリエなどでの 

活動発表やワークショップ、ホワイエでの食の販売などがあり、多くの市民の方々でにぎわい、楽しく交 

流することができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

また、愛知県立時習館高校の高校生たちによるボランティアさんも、前日の準備から 

当日の司会進行などに大活躍しました。 

 



☆つぶやき☆

そんな方に、こんな小話はどうでしょうか。

いかがでしたか。

☆編集後記
やっと、Vol.２号ができました。遅っ！　令和2年度は趣向を変えてコンスタントに発行していきたいと思います。（ｍ）

　☆「ねえ、パパ、お酒に酔うってどういうこと？」「ここに二つグラスがあるだろう、酔うってどういうこと？」
　　「ここに二つグラスがあるだろう、酔うと　これが四つに見えるんだ」「でも、グラスは一つしかないよ」

　☆一人で二杯注文して、かわるがわる飲む常連客、店の主人がわけを聞くと「死んだ親友と一緒に飲んでるんだ」。
　　しかし、今日は一杯の注文を繰り返して飲んでいる。主人が声をかけると「おれは今日から禁酒したんだ」

　
　　　　　　　～～～「しみんのひろば」について思うこと～～～

　第1回から第４回は、市民で集まり、話し合い、作り上げてきました。その後、運営が行政に移り、
「福祉の集い」や「男女共同参画フェスティバル」などと共同開催という形も取られました。紆余曲折を
していることに否定的なご意見も聞こえてきますが、「続けることが大切」という内外の声を力に、第１
３回で単独開催に漕ぎ着けました。
　運営する側には、いろいろなことをチャレンジしていく過程や協力してくださる方々との出会い、厳し
い声も経験値として残っていきます。その経過をよくご存じの方にとっては、迷走しているだけのように
思われるかもしれませんが、試したり失敗したりしたことから学び、また新たなチャレンジや出会いに発
展しています。
　第１３回の開催にご協力いただいた個人や団体の皆様、本当にありがとうございました。市民活動に完
成形というものはないはずです。この出会いや経験を糧に、次回の成長を楽しみに頑張っていきたいと思
います。

第１３回しみんのひろば」にご参加いただきありがとうございました！

「あかばね塾」　「渥美太鼓『願成観音太鼓』」　「渥美半島環境活動協議会」　「渥美半島☆感察ガイド」
「渥美半島どんぶり街道どん丼おいでん委員会」　「NPO法人気分爽快」　「NPO法人たはら国際交流協
会」
「NPO法人たはら広場」　「奏DAYS」　「環境ボランティアサークル亀の子隊」　「ギターマンドリンサークル
すずらん」　　「傾聴ボランティアみどりの会」　　「里山保全山遊里」　　「視覚障碍者団体さくらんぼ」
「手話サークルでんでん虫」　　「たはらサンドアート実行委員会」　　　「田原市図書館サポーターズ
おおきなかぶ」　「田原授産所」　「たはら太極拳教室」　「DANCE STAGE MAZE」　「田原製パン長栄軒」
「手織り三河もめん『手織り場』」　「東日本大震災東北支援」　　「人づくりネットワークメリーゴーランド」
「Bee WindEnsemble」　「フォークデュオまつぼっくり」　「Yaeko Hula Halau」　　「たはら市民活動応援隊」
「渡辺木工」　「和漢薬膳料理春待坂」　　「Mt.Zao English School」　　　  　　　　　　　　　（50音順　敬称略)

新型コロナウィルス感染脅威はなかなか収まらず、朝から晩まで「コロナ」「コロナ」でちょっと疲れてきました。


